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は　　じ　　め　　に

戸田市遺跡調査会会長　奥　墨　修　一

戸田市は埼京線開通以来、マンションの建設等宅地開発が急速に進み、街の形態が大き

く変貌してまいりました。

本書は、このような都市開発の中で失われていく本市の埋蔵文化財の保護を目的として

緊急発掘された「高原遺跡子の貴重な話録ですo

高原遺跡は、荒川の氾濫によって形成された自然堤防の南端にあり・鍛冶谷、新田口遺跡

とともに戸田市を代表する遺跡の一つです。昭和4 4年に初めて発掘をしてから今回の発

掘で第6次になります。第2次調査の砲点では、古墳跡から人物埴輪(頭部)抽土し、荒

川下流域にあっては貴重な遺跡の一つになっています。

今回の調査は第6次を教え、集落の南部分の一部ではありますが、古賀時代前期の住居

跡や古墳、また中世の堀などが沢山検出され、多くの成果を上げることができました。

本書を埋蔵文化財の保護と普及活用の資料として、また学術研究の基礎資料としてご活

用いただければ幸いに存じます。

最後になり打たが、本発掘調査に多大なご理解とご協力を賜り乱だ株式会社寺田倉

庫及び直接発掘調査に参加いただきれた戸田市遺跡調査協力会の皆様に深く感謝申し上

げ、あいさつといたします。



1本書は、埼玉県戸田市南町2,3 3 3番地(5番2 2号)の倉庫建設工事に伴って発掘調査された

高原遺跡第6次調査の発掘調査報告書である。

2　発掘調査事業及び整理事業は、倉庫建設の事業者である寺田倉庫株式会社(東京都品川区東品川

二丁目6番1 0号)から、戸田市道跡調査会が委託を受けて実施したものである。

3　発掘調査は、平成4年6月25日から8月24日にわたって行ったo

4　発掘調査は別表に掲げた調査組織により実施した。

発掘担当者　小　島　清　一(戸田市教育委員会　生涯学習課)

5　出土品の整理及び図版の作成は、発掘担当者の指導により、整理参加者全員で行った。

6　本書の作成にあたり、執筆、写真撮影、編集は小島が行い、渡辺豊子、尾形美枝子の協力を得たo

遺構図版及び基本土居図は渡辺、尾形が作成した。

7　発掘調査から報告書を作成するまでの過程で下記の方々から御教示、御協力を賜った。記して

謝意を表します。 (敬称略)

浅　野　晴　樹　伊　藤　和　彦　尾　形　則　敏　金　箱　文　夫　中　島　　宏

根　本　　靖　伴　瀬　宗　一　福　田　　聖　大　和　　修

戸田市立戸田中学校　戸田市立郷土博物館　戸田市消防本部　戸田市遺跡調査協力会

8　発掘調査及び整理参加者は、下記のとおりである。

在　原　和佳子　五十風　紀恵子　五十嵐　智　啓　上　原　勇　　榎　本　真由美

岡　崎　久　子　尾　形　美枝子　開　米　千恵子　嘉　規　小夜子　加　藤　淳　‾

喜多村　悠　　桑　原　裕　子　小　林　邦　子　小　山　喜代子　早乙女　孝　子

渋　谷　実　時　島　田　文　子　鈴　木　カ　エ　佐　藤　啓　子　鈴　木　よし子

関　　徳太郎　左　座　けい子　高　崎　奈　々　高　橋　富士子　根　本　其

林　　佐江子　広　瀬　幸　子　古　川　順　弘　兵　藤　英　子　渡　辺　豊　子
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○本書に掲載した挿図の縮尺は、原則として遺構図1/80・ 1/40、遺物実測図l/4である。

それ以外は、図に添えたスケールを参照されたい。

○　遺構・遺物図中の焼土、炭化物等の標示は次のとおりである。

土器の赤彩部分

堅くしまった部分

○　土器観察表における胎土の寵号は、下記のとおりである。

A:石英、 B:金雲母、 C:斜長石、 D:黒く光る石、 E:赤色粒子、 F:白色粒子

G:褐色粒子、 H:砂粒千

〇　土居中の水糸レベルは、すべて標高2・2皿であるo



1発掘調査に至るまでの経過

平成2年6月22日、東京都品川区東品川二丁目6番10号の寺田倉庫株式会社から、戸田市南町2 3

3 3番地(5番2 2号)に倉庫建設の開発行為に伴う協議の事前相談がなされたoこの地には既に倉

庫が建設されており、建て替えを計画するものであった。

戸田市では、昭和60年の埼京線の開通により、共同住宅をはじめ事務所建設等の開発が進み、文化

財の保護が急務となっている。このような状況において・戸田市教育委員会では、開発担当所管課と

各種の協議を重ね、文化財保護と開発事業との調整を図っているo

高原遺跡は、昭和4 4年に初めて調査が行われて以来、古墳時代の集落跡や古墳跡が所在すること

が明らかになっている。

事前の相談により、教育委員会では当該地が高原遺跡の包蔵地に位置するため、開発を行う際には

遺跡の現状を確認するため、試掘調査を実施する旨の回答をした。

その後、事業の計画にあたり敬虔にわたる協議を重ねた哀慕の計動掴まり開発に伴う事前協議

がなされたのは、平成4年5月2 6同である。教育委員会では、試掘調査を実施する旨通知し、平成

4年6月9同に埼玉県教育委員会の協力を得て、試掘調査を実施したo結果、古墳時代の住居跡や溝

跡等の遺構や造物が検出された。そこで当該地には埋蔵文化財が所在する旨通知し、その取り扱い

について教育委員会と事業者で再び協議を行った。現地における遺跡の保存については、計画を変更

することが困難であることから、事前に記録保存のための発掘調査を実施することとなった。

これをもって、事業者からは平成4年6月2 3日付で文化財保護法第5 7条の2第1項の規定に

ょる埋蔵文化財発掘届が文化庁長官あて提出された○発掘調査に際し、教育委員会と事業者で協議し、

事業が緊急を要することを考慮し、戸田市遺跡調査会会長と事業者は平成4年6月2 3日に事業委託

契約を締結した。発掘調査時平成4年6月2 4日から開始することとなった。

戸田市道跡調査会からは、文化財保護法第5 7条第1項に基づく埋蔵文化財発掘調査局が文化庁長

官あてに提出された。

なお、文化庁長官からは、平成4年1 1月1 2日付、委保第5の1 04 7号をもって発掘届を受理

した旨通知があった。

重罰一



2　発掘調査の経過　一日誌抄一

南原遺跡第6次調査は、平成4年6月2 4日から8月2 4日までの2ヵ月間で実施したo季節が、

梅雨から夏にかけての時期であり雨天を考慮に入れた計画を立てたが、思いのほか雨の日数が少な

かった。夏の猛暑の中、予定期間内に調査を終了するできたことは参加者の熱意によるところが大き

以下、調査経過が5期に区分できるので整理しながら経過を見ていきたい。

(6月24日へ7月1日)

初日の6月2 4日は、雨のため中止となってしまうが調査機材の搬入を行い、関係者が集まり調査

が速やかに運ぶよう調査方針を再確認する。 2 5日は、早朝より東南隅から重機で表土を掘削する。

このときに、初日から住居跡2軒が姿をあらわしている。その後、遺構が濃密に分布している状況が

把握され、慎重に掘削を進めていった。表土の掘削は、残土の振出の作業もあり7月1日までの実質

6日間を要している。

(7月3日へ7月10日)

表土が除去され、遺構確認作業に移行するo北側から南に向かって遺構確認面である黄褐色粘土層

の精査を丹念に行った。この段階で明らかになった遺構は、住居跡8軒、方形周溝墓1基であり、他

に溝や堀が確認されている。住居跡は、掘り方が浅かったことや、火を受けたものが多く表面から焼

土や炭化物が露出しているような状況であった。なお、このときに事業者から雨天の際の作業用と

して、建設作業に用いるドームを取り付けていただいた。

基準点測量及びグリッドの設定は7月3 ・ 4日に行った。

(7月13日へ8月18日)

確認された各遺構の調査を開始する。第l号住居跡から取りかかり、第2号住居跡等、住居跡から

掘り始めた。造物の取り上げについては・分布図をつくり、火を受けた住居については焼土や炭化物

の広がりを実測図に記載した。雨天の目についてば　トムの中で作業を行った。

(8月19日へ8月20日)

調査区域内における遺構の全容を明らかにするため、前日から全員で清掃作業を行い、 8月2 0日

に全体の写真撮影を行った。なお、写真撮影については、戸田市消防本部の協力を得、 「散水車」 「は

しご車」を動員していただき、調査区の上空3 5皿から撮影を行った。

(8月24日)

検出された遺構の全体測量を行う。この日、予定された全作業を終了、約2カ月を過ごしたプレハ

ブ内の資材を撤収し、現抱における全ての作業を終了した。

調査日数5 1日、参加延べ人数494名であったo

一2-



3　高原遺跡の立地と環境

l　前谷遺跡　　2　鍛冶谷・新田口遺跡　　3　上戸田本村遺跡

4　南町道跡　　5　南原遺跡　　　　　　●　高原遁跡Ⅵ

第l図　南原遺跡Ⅵ及び周辺の遺跡位置図

一3-



高原遺跡Ⅵ綜6次詞査)の調査地は、戸田市南町2・3 3 3番地(5番2 2号)に所在する。南原

遺跡は、第l次から第5次調査まで進んでおり、今回調査したところは遺跡の中心地に近い地点であ

る。この地域は、昭和3 0年代頃からの区画整理事業とともに早くから倉庫の建設が進んでおり工業

地域として位置付けられている。

戸田市は、埼玉県の南端に位置し、東は川口市、北は浦和・蕨両市、西から南は荒川を境とし朝霞

・和光両市、そして東京都板橋区・北区と接している。面積は・ 1 8・ 1 7鮎を測る。東には中山道

(国道1 7号線)が、中央には、東北・上越新幹線及び埼京線が、西には国道1 7号バイパスが縦断

し、東京都へと通じている。かつて荒川には「戸田の渡し」や「早瀬の渡し」があって、江戸への北

の玄関口として交通の要衝となっていたところでもある。現在、荒川は西部では北西から南東へ流れ、

笹目付近で束へと方向を変え、南部ではほぼ東西に流路をとっている。

こうした周辺抱域の状況の下で、高原遺跡をはじめとする市内の遺跡群が分布する低平な徴高地は

荒川(旧入間川)の渥流によって形成された火山灰質の黄褐色粘土層を基盤としているo標高は4→

5mを測る。

戸田市内における主な遺跡は、市中央部に位置しており第l図にも記したとおり前谷遺跡、鍛冶谷

・新田口遺跡、上戸田本村遺跡等が連なり、上戸田川に沿うように遺跡群を形成している。いずれも

弥生時代後期から古墳時代前期の住居跡や方形周溝墓等を検出する集落跡である。

南原遺跡はNo.5で菖蒲川を境ににして自然堤防の南端に位置するものであるo以下、周辺遺跡の

説明を加えておきたい。

No. 1は、前谷遺跡で、昭和47年に発掘調査が行われており、弥生時代後期の弥生町期及び古墳時代

前期の五領期の方形周溝墓各1基をはじめ、平安時代の遺構や灰細陶器などの遺物も検出されているo

No. 2は、鍛冶谷・新田口遺跡で埼玉県選定重要遺跡となっている。現在は、宅地化が進み、遺跡

の範囲や立地状況がつかみにくくなっているが、東北・上越新幹線及び埼京線の付設工事や共同住宅

の開発等に伴って調査が行われたことにより、弥生町期から五領期の方形周溝墓群を主体とした大規

模な集落跡であることが確認されている。現在までに行われたの調査の成果は、主な遺構として住居

跡3 9軒、方形周溝墓1 0 4基を数えるものとなっている。各遺構が折り重なるように構築されてお

り、登城としての性格が強い。出土品としても各時期の土器をはじめ、勾玉や管玉等の玉類、はしご

や斧の柄等の木製品等々が検出されている。

N。. 3は、上戸田本村遺跡である。この遺跡は、昭和53年に市史編纂事業の一環として発掘調査が実

施されており、平成6年と平成7年には開発に伴い調査が実施されている。結果、前野町期の溝、五

領期や古賀時代後期の鬼高期の住居跡等が検出されている。なお、市内唯一残存(ただし、墳丘は開

墾され原形をとどめていない。)の「くまん塚」古墳が隣接地に所在し、そこからは直刀二接が出土し

ている。

N。. 4は、南町遺跡である。この遺跡は昭和61年に共同住宅の開発に伴う事前調査として発掘調査

されたもので五領期の大型1基を含む2基の方形周溝墓が検出されている。
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4　高原遺跡の概観

南原遺跡は、荒川(旧入間川)の海流によって形成された自然堤陽の南端に立地している。現在ま

でに6次にわたる調査が実施され、古墳時代時代前期の集落跡をはじめとする遺構の存在が明らかに

なっている。とくに、古墳時代後期の古墳跡は荒川左岸流域にあっては最南端の古墳群として位置付

けられ、さらに類例の増加が待たれているところである。

高原遺跡が位置する戸田市両町は、早くから区画整理事業が行われ、現在では住宅や倉庫が整然と

立ち並んでいる。標高は約5. 0皿を測り、平坦な本市にあっては比較的起伏の見られるところで古

くから「高知原(たかちっばら)」と呼ばれており、土器の赦布地として知られていた。このような地

にあって、遺跡の規模は東西約250皿、南北約200mを測り、面積にして約50・00脂とする大きな規模

の集落跡であることが分かってきている。

図戸師教育委員会調査(A-F)圏戸田市遺跡調査会調査(Ⅴ ’Ⅵ)

第2図　南原遺跡調査地位置図

初めての発掘調査は昭和他年に遡ることができる。昭和4 2年の鍛冶谷・新田口遺跡の発見以降、

道跡の所在に目が向けられ、この高原遺跡もその対象に含められている。発掘調査の実施にあたって

は、第2図に記したとおりであるが調査区域をAへFの6地区に分けて行っている。第1次から第4

次調査までは保存対策事業として着手され、その後は共同住宅等の開発に伴い第5 ・ 6次調査を重ね

て現在にいたっている。今までに検出された主な遺構をまとめると次のようであるo
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古墳時代前期前半(五領期)　住居跡　　23軒(A地区4 ・第5次11 ・第6次8)

古墳時代前期前半(五領期)　方形周溝墓　9基(A抱区5・B抱区1 ・D地区1 ・第5次1

第6次1)

古墳時代前期後半(和泉期)　住居跡　　　3軒(B地区3)

古墳時代後期前半(鬼高I期)円形周溝墓　4基(A地区1 ・F鞄区2 ・第6次1)

古墳時代後期後半(鬼高Ⅱ期)住居跡　　l軒(D地区1)

古墳時代後期後半(6世紀後半)古墳跡　　l基(A地区l)

平安時代前半　(1 0世紀)堀立柱建物遺構等　(ABCDEF地区)

中世(14世紀へ15世紀)　堀跡　　　　5本(第5次3・第6次2)

以上のように、高原の地は集落跡、あるいは葛城として4世紀頃から開け、人々の生活が営まれて

きたことが窺われる。

また、本道跡のA2地区の第3号住居跡からは瓢形の長頸童形土器が出土しておりタ伊勢湾沿岸地

域で盛行していた「欠山式土器」の検出も見逃せないところである。

m 35 � � � � 

3.0 2.5 2.0 1.5 1.0 �住居5　　　　住居1 �一一一、‾¥ � �∴ 

住居2」些二㌦/‾二二 �堀1¥ミ紺 方形周溝墓1円形周碧墓1 ��∴工:∴二二:二十㌧ 　5 

土　居　誌

1.盛土(1)　コンクリートガラ等を多量に含む盛土。

2.盛土(2)　黄褐色土(ローム)を厚く堆費させる。

3.明灰褐色土　黄褐色土粒子を多量、白色粘土粒子を-様に多量含む。粘性、弱。しまり、良。

4.暗灰褐色土　含まれるものは第3居と同じであるが、色調としてやや暗くなる。粘性、良。しまり、良。

5.黄褐色土　粘土質土居。基盤の居。粘性、強。しまり、強。

第3図　基本土居図
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5 、遺構と出土遺物

(l)住居跡と出土遺物

土　居　註

1.明褐色土黄褐色土粒子を一様に多量、白色粒子を一様に少量含む。粘性、良oしまり、良o

2.暗褐色土　黄褐色土粒子を-様に多量、焼土粒子やブロックを多量含むo粘性、良。しまり、良。

3.暗褐色土　黄褐色土粒子やブロックを多量。粘性、強。しまり、良〇

第5図　第1号住居跡実測図及び遺物出土位置図
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第1号住居跡(第5図)

調査区の西北側ウーエー1へ2グリッドに位置する。第1号円形周溝墓の周溝内側にあたり、本跡

の方が古い。また、住居の西側半分を、上層から削り取られている。規模は、東西方向が推定となる

が、長径4.2皿、短径4.0皿、面積を約1 6・8Ⅱ施測り、隅が僅かに丸くなる隅丸方形プランを呈

する。床面は、遺構確認面から1 6・ 0偶ほどの深さで、ほぼ平坦な掘り込みである。炉跡は、上層か

らの影響を受けているのだろうか、検出されなかった。ピットは、一箇所で南コーナーに検出してい

る。長径46調、短径44弧、床面からの深さ了8調を測り、ほぼ円形である。遺物は少なく、コー

ナー付近とピットの中から小破片ではあるが、古墳時代前期の土器が2 5点出土している。ピット内

からは、図示し得た童形土器の口綾部破片(No・ 1)と台付蛮形土器の脚台部(No・ 2)が出土してい

る。

第6図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1表　第1号住居跡出土遺物　鮨6図)

番号 �器　種 �大きさ(調) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

1 2 �広口重 商杯 �口径(16.8) 脚径12.4 �外債し立ち上がる口綾部。複合口縁を呈す。外 �船上　AF徽　H多 � 

面は、複合部は横方向の細かい刷毛整形を施す。 �焼成　良好 

約2.O血で一旦止めて、連続させる。下部にも、 �色調淡褐色 胎土A徽E少H多 

斜方向の刷毛目。内面は、横方向に刷毛目を残 

す。ナデ調整。内外面ともに赤彩痕あり。 
口綾部、30%残。 

「ハ」の字状に開く脚部。内外面ともに刷毛整 

器高(ll.3) �形の後、ナデ調整を施し、赤彩する。 �焼成　良好 

脚部、50%残。 �色調　淡褐色 
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黄褐色土粒子を多量、白色微粒子を-様に多量含む。粘性、弱。しまり、強。

黄褐色土粒子を多量、擬土粒子をまばらに多量、白色微粒子を一様に多量、炭化物を多量含む。

粘性、良。しまり、強。

2.焼土加ク　第2層に同じであるが、申l-3皿の焼土粒子をブロック状に多量堆積する。

3.暗褐色土　黄褐色土粒子やブロックを多量、白色微粒子を多量、炭化物を少量含む。粘性、良。しまり、

良。

第7図　第2号住居跡実測図及び遺物出土位置図
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第8図　第2号住居跡出土遺物実測図

一12-



第2号住居跡(第7図)

調査区の中央カーキー3へ5グリッドに位置する。南北・東西の軸がそれぞれ設定した座標軸に一

致するような向きで構築されている。東北側コーナーで第3号住居跡と、西北コーナーで第l ・ 2号

堀と切り合っているが、新旧関係は覆土の堆積状況から本跡が最も古い。規模は、長径5 ・ 8m、短径

5. 6m、面積3 2. 4 8血を測る。当遺跡内から検出されている住居跡の中では、大型の部類に属す

るものである。形態は、整った方形プランを呈しており、確認面からの掘り込みは浅く、深さ2 0脚

を測る。床面は段をもって構築されており、中央付近から東側に約1 5調ほど緩やかな傾斜で低く

なっている。本跡は、床面や覆土中に焼土や炭火物が多量に含まれているため、火を受けたものであ

ることが確認できる。ただし、ピットの覆土の堆積状況からは自然発火的な焼失家屋であろうか疑問

が残る。明瞭な炉跡は検出できなかった。ピットは3カ所である。 Plは、直径70調、深さ46耽

p2は、直径52孤、深さ73調。 P3は、直径80調、深さ33脚。いずれも円形で主柱穴とい

ぇる。とくに、 P lは壁に厚く粘土を貼っており、覆土が焼土で満たされていた。遺物は、一段低く

なった東側に集中し多量に出土しており、小破片も含めると4 9 9点を数える。主なものとしては、

ピットから検出したものがあげられるが、 P lの焼土中や騎士の上面に接して壷形土器(No・ 1)や高

杯形土器(No.7)、小型で丸底の瑞形土器(No"8)が、 P2より樹形土器(N〇・9)が出土している。

第2表　第2号住居跡出土遺物(1)像8図)

番号 �器　種 �大きさ(皿) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

l 2 3 �董 台付窪 壷 �口径　17.0 �胴部中位に最大径をもち偏球状を呈す。肩部及 �胎土　A徽　FGH少 � 

胴径　26.6 �び下学部の張りは弱くなる。頚部は、「く」の �焼成　良好 

底径　　8.0 �字状に屈曲し微妙に外反しながら、短く開く。 �色調橙褐色 胎土G少FH多 

器高26.2 口径(17.2) �口綾部は、有段口縁となり、端部に平坦面を作 

り出す。底部は、中心部分が僅かに窪むが、平 

底である。外面、胴部は刷毛整形後へラミガキ 

を、頚部は刷毛整形後ナデ調整を、口綾部は丁 

寧なナデ調整を施す。内面は、胴部は細かい刷 

毛整形を、口綾部は刷毛整形後ナデ調整を施す。 

外面及び口綾部内面を赤彩。砂粒等大きな含有 

物が少なく、均整がとれた形態であり、丁寧な 

仕上がりである。残存、80%。 

球形を呈する胴部。肩部に僅かな張りをもつ。 

胴径(24.6) 底径(7.0) �頚部は、「く」の字状に屈曲し、口綾部は外反 �焼成　良好 

ぎみに短く開く。口縁端部は丸くなる。外面、 �色調淡褐色 胎土GH少 

細かい刷毛整形、端部のみナデ調整を施す。 

内面、’細かい刷毛整形後、ナデ調整を施す。肩 

部に指押さえ痕あり。残存、40%。間合部を欠 

損する。 

平底の底部。微妙に内湾しなから立ち上がる。 

内外面ともに摩滅が著しく不明瞭であるが、ナ �焼成　良好 

デ調整痕を残す。底部、30%残。 �色調　淡褐色 
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第3表　第2号住居跡出土遺物(2)

番号 �器　種 �大きさ(帥) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

4 5 6 7 8 9 10 11 �小型壷 台付境 南杯 高杯 柑 増 村 樹 �底径(4.8) 脚径(8.0) 口径(18.6) 口径(16.4) �平底の底部。胴部に向かい、直線的に小さく立 �胎土　AE徴　H少 � 

ち上がる。外面、刷毛整形後ナデ調整、内面、 �焼成　良好 

ナデ調整を施す。底部、40%残。 �色調　淡褐色 

「ハ」の字状に開く脚台部。端部に向かい僅か �胎土　A徴FG少H多 

に内湾する。対外面ともに粗目の刷毛整形。 �焼成　良好 

脚台部、40%残。 �色調　淡褐色 

深さを感じさせる杯部。細く引き締まった接合 �胎土　A徴G少H㈲多 

郡から、直線的に開き、上半分では僅かに内湾 �焼成　良好 

する。口綾端部は、内側に平坦面をもつ。下半 �色調淡褐色 船上H少E多 

部に粘土積み上げの接合痕を残す。内外面とも 

に摩滅が著しく不卵際である。外面、細かい入 

念なへラミガキ、口綾部には横方向のナデ調整 

を施す。内面、放射状に入念なへラミガキ。口 

縁端部はナデ調整。内外面ともに赤彩痕あり。 

杯部、60%残。 

底面を平たくし、斜めに屈曲させ内湾ぎみ立ち 

脚径(13.2) �上がる杯部。口綬端部は尖る。脚部は、いった �焼成　良好 

器高15.4 口径8.6 �ん円筒状を呈し、裾都が屈曲して開く。口径、 �色調淡褐色 胎土G・H(細)少 

底径に比して背の高さを感じさせる。内外面と 

もに摩滅著しく調整等が不明瞭である。新都の 

内外面に僅かながらへラミガキ痕が見られる。 

杯部内外と脚部外面を赤彩。 

残存、50%(杯部30%、脚部60%残) 

丸底の底部。胴部は球形を呈し、頚部で屈曲し、 

胴径　　9.0 �口綾部が内湾する。口径、胴径の差が余りない。 �焼成　不良 

器高8.0 口径11.0 �内外面ともに摩滅が著しく調整痕等が不明瞭で �色調淡橙褐色 胎土A徴H多 

ある。内面の口綾部と外面に赤彩痕。 

残存、90%。 

丸底で球形を星する胴部。頚部は屈曲し、口縁 

胴径　　8.6 �部は内湾しながら立ち上がる。胴径よりも口径 �塊成　良好 

器高9.8 胴径8.3 �の方が大きくなる。外面、胴部はナデ、口綾部 �色調淡燈褐色 胎土A微E少H㈲多 
はへラミガキを施す。内面、胴部は小口状工具 

による横方向のナデ、口綾部は丁寧なナデ調整 

を施す。内面の口綾部と外面を赤彩。 

残存、100%。 

上げ底状を呈する底部。胴部は、横に張りをも 

底径　　2.2 �つ。口綾部を欠損する。内外面の摩滅が著しく �焼成　良好 

調整痕等が不明瞭。内面中位に拾読み痕が残る。 �色調燈褐色 胎土G微H(細)少 

外面に赤彩痕あり。胴部、40%。 

丸底の底部。偏球状を呈する胴部。内面の肩部 

に輪積み痕2段残す。外面を赤彩。 �焼成　不良 

胴部、80%。 �色調　燈褐色 
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土　居　註

(第3号住居跡)
1.明褐色土黄褐色土粒子を-様に多量、炭化物の細粒を微量、白色微粒子を-様に多量含むo粘性・弱。し

まり、良。

2.暗褐色土黄褐色土粒子を少量、炭化物を多量、焼土粒子を多量含むo灰褐色粘土ブロックがまばらに入り
込んでいる。粘性、弱。しまり、良。

2.′炭火物　第2層に同じであるが、多量な炭化物層o

3.暗褐色土　黄褐色土粒子を多量。黒褐色粒子を少量含むo粘性、良。しまり、良。
4.暗褐色土黄褐色土粒子やブロックを少量、焼土粒子を多量、白色微粒子を-様に少量。粘性、弱。しま

り、良。

5.暗褐色土　黄褐色土粒子を多量、黒褐色粒子を少量含む。粘性、良oしまり、良。

(第4号住居跡)
1.暗褐色土黄褐色土粒子を少量、赤褐色土粒子を敬呈、白色微粒子を一様に多量含むo粘性、弱。しまり、

良。

1.′暗褐色土第1層に同じであるが、少3へ5皿程の黄褐色土粒子をブロック状に多量に含む。粘性、良。し
まり、良。

2.黒褐色土黄褐色土粒子を少量、灰褐色土粒子を少量、白色微粒子を多量含むo粘性、強oしまり、良〇

第9図　第3 ・ 4号住居跡実測図
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第3号住居跡(第9・ 10図)

調査区の中央キークー3へ4グリッドに位置する。西側の壁部分で第2号住居跡と、北側コーナー

で第1号方形周溝墓と切り合っている。新旧関係は、いずれも本跡の方が新しいo規模ば長径4・ 1

m、短径3.6m、面積1 4.7 6rfを測るo深さは、約7・ Ocm程で掘り込みは比較的に浅いo形態

は、南北軸が若干長くなる長方形プランである。床面は、ほぼ水平な掘り込みであるo炉跡は中央東

側にあり、僅かな掘り込みではあるが直径約4 0脚ほどの楕円形であるo住居内の覆土は、ほぼ全面

にわたり焼土が、さらに東側をによって炭化物が散在している。ピットは1カ所で西側にあり、直径

約6 0餌、深さ約1 5脚の緩やかなすり鉢状を呈している。遺物は少なく、西南側から壁に接して壷

形土器(No. 1)を出土している。

第4号住居跡(第9 ・ 10図)

調査区の中央クーケー2へ3グリッドに位置する。北側から掘り込まれてくる第1号方形周溝墓の

溝が、中央部を対角線状に横切っている〇本跡の方が新しい。規模は、長径3・ 3m、短径2・ 9m、

面積9.5 7護を測る。深さは、約7調ほどの浅い掘り込みであるo形態は隅丸方形を呈している。

ピットは3カ所検出している。 Plば直径約も0脚、深さ2恥P2は、直径約40調、深さ3

調P3ば直径約4 0脚、深さ1 800形態は、いずれも円形で浅い掘り込みである。遺物は、小

破片も含めて古墳時代前期の土器等が5 2点出土しているが、図示し得る土器は無く、厳石(No・ 6)

のみであった。

第4表　第3 ・ 4号住居跡出土遣物　悌11図)

番号 �器　種 �大きさ(c皿) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

1 2 3 4 5 6 �壷 重 合付瑳 壷 砥石 凹石 �口径　　9.4 �平底の底部。へラ状の工具により、底面を削り �脇士　FGH多 �第3号住 第3号住 第3号住 第3号住 第3号住 第4号住 
胴径　11.6 �出す。胸部は弱く張り、口綾部は直線的に開く。 �焼成　やや不良 

底径　　4.6 �外面、刷毛整形後ナデとへラミガキを施す。内 �色調淡褐色 胎土AD徽FGH少 
器高13.9 底径7.0 口径14.8 頚部径10.6 長さ(7.0) �面、刷毛整形痕を残しナデ調整。肩部には、指 

押さえ痕を残す。内面のロ綾部と外面を赤彩。 
残存、95%(胴部の一部を欠損)。 

徴妙な上げ底状を星する底部。外面は押さえる 
ように平坦に整える。内面に粗殻の圧痕が残る。 �焼成　良好 

刷毛整形後、ナデ調整を施す。内面は丁寧なへ �色調淡橙褐色 胎土AF徽G少H多 
ラナデ調整。底部、100%残。 

弱く「く」の字状に屈曲する頚部。内外面とも 
に摩滅が著しく調整が不明瞭であるが、刷毛整 �塊成　やや不良 

形後ナデ調整を加える。口綾部、5%残。 �色調　淡橙褐色 

断面三角形の突帯がめぐる頚部。内外面ともに �胎土　AF㈲微　G多 

摩滅が著しく調整等不明瞭であるが、内面に刷 �焼成　やや不良 
毛整形痕や輪積み痕が残る。頭部、5%残。 �色調　燈灰褐色 

表面及び右側面を、研ぎ面とする。表面には数 �石質　砂岩 

脂(5.2) 厚さ(2.4) �条の詩が残る。 �色調灰褐色 石質閃康岩 

重さ125g 厚さ(5.2) �全体の1/4の残存であるが、中央部に殿打痕 

重さ(980g) �と見られる凹部分が残る。 �色調　淡褐色 
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図書因

第10図　第3 ・ 4号住居跡遺物出土位置図

⊂二コ　5

第11図　第3 ・ 4号住居跡出土遺物実測図
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土　居　註

1.暗褐色土　黄褐色土粒子を少量、赤褐色土粒子をごく微量、白色徴粒子を微量、含む。粘性、良oしまり、

強。

2.暗褐色土　黄褐色土粒子を微量、灰褐色粒子を少量、焼土粒子を多量、炭化物を数量含む。粘性、良。しま

り、強。

3.黒褐色土　黄褐色土粒子を多量、橙褐色粒子を多量含む。鉄兜を含む。粘性、良。しまり、強〇

第12図　第5号住居跡実測図及び遺物出土位置図
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第13図　第5号住居跡出土遺物実測図
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第5号住居跡(第1 2図)

調査区の北東部ケーユー1へ2グリッドに位置するo北側で調査区域外となるが、他の遺構との切

り合いはない。規模は、長径5・3皿、短径推定4・3m、面積推定22・7弱を測るo深さは、約

2 1脚程あり黄褐色粘土面までしっかりと掘り込んでいるo形態は、北側が調査区域外となるため定

かではないが、隅が若干丸くなる隅丸長方形と思われるo床面は全体的に平坦であるが、図示した西

側の壁に近い部分が、長さ2・Om、幅0・8mで楕円形の広がりをもって周辺部よりも堅くしまって

いた。覆土は、第2層中より灰褐色粘土粒子や焼土粒子、あるいは焼土ブロック、炭化物が含まれて

いた。ビバは多く、 10カ所検出しているo Plは、直径36cm、深さ6cmo P2ば直径28cm、

深さ17cm。 P3は、直径38cm、深さ8cmo P4は、直径40cn`深さ9cmo P5は、直径28cm、

深さ15en。 P6は、直径30cn`深さ14eno P7は、直径24en、深さ12cmo P8は、直径

46cn、深さ12cm。 P9は、直径44cm、深さ10cm。 PlOttE`直径64cm`深さ54cmo数多く

検出されている割りには、深さにおいて主柱穴と決めかねるものがほとんどである。造物は、他の住

居跡に比べて多数検出している。主なものとしては・西側の壁付近から高杯形土器(N○○ 9)が脚部を

欠損するものの床面から直立して出土していろ。また、中央部においてほ申上層から壷形土器

(No.2)や土鍾(No.10)、高杯(N〇・8)が出土している。

第5表　第5号住居跡出土造物(1) (第13図)

番号 �器　程 �大きさ(帥) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

l 2 3 4 �轟 轟 壷 壷 �口径15.2 底径3.6 底径11.8 �「く」の字状に屈曲する頚部。短く外皮する口 �胎土　D徽　AGH少 � 

綾歌復合口縁となる。肩部の張りは強くなる �耳多 
ようである。外面、複合郡の下に粗目の刷毛目 �焼成　良好 

が残る。口綾部、10%。 �色調　淡燈褐色 

頭部に向けて収縮する肩部。外面、頚部の下か �胎土　A徽　EH多 

ら二段の施文がある。紀文をめぐらせ、その間 �焼成　やや不良 

にはS字状結節文を配置する。内面、へラ状工 �色調淡橙褐色 胎土F徴EH少 

具による粗い調整である。 

上げ底状を呈する小さな底部。大きく湾曲しな 

がら胴部に向かう。外面、丁寧なへラミガキ。 �焼成　良好 

内面、ナデ調整を施す。内外面ともに赤彩痕を �色調橙褐色 船上′AD徽FH多 

残す。残存、20%(底部は完存)。 

底部から直線的に開く胴部。底部は平底。外面、 

縦・横方向、へラミガキ調整。部分的に黒斑が �焼成　良好 

見られる。内面、細かい刷毛調整。 �色調　灰燈褐色 

残存、底部から脚下学部5%。 
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第6姦　策5号住居跡出土遺物(2)

番号 �器　種 �大きさ(餌1) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

5 6 7 8 9 10 11 �台付蓮 台付蓮 台付謹 高杯 萬杯 土鍾 石斧 �口径14.8 口径14.0 口径12.4 口径18.2 外径3.6 �頚部は緩やかに曲がり口綾部にいたる。口唇都 �台土　F徴　GH多 � 
に刻み目を施す。外面、刷毛整形後、横方向の �焼成　やや不良 

ナデ調整。内面、口綾部の接合痕や肩部の措押 �色調燈褐色 胎土AF徴GH多 

さえ痕を僅かに残す。丁寧なナデ調整。一部に 

木口状工具による調整あり。口綾部、15%残。 

緩やかに屈曲する頚部。口綾部は短く外反する。 
口唇郡に刻み目を施す。外面、細かい刷毛整形 �焼成　良好 

後、口綾部には横方向のナデ調整を加える。内 �色調燈褐色 胎土D敏:FGH多 

面、口綾部のみ刷毛整形。頚部に接合痕を残す。 

胴部は、ナデ調整。口綾部、20%残。 

接合部からやや膨らみをもちながら開く脚台部。 

頂部外面においては、休部が剥落しているが接 �塊成　やや不良 

合の状態を示す。“外面、刷毛整形。内面、木口状 �色調にぷい燈褐色 胎土A徴F(細)G少 

工具による整形痕を残す。胎土に小石が混じる。 

脚台部、30%残。 

梯形の帝都。脚部を欠損し、杯底部が抜ける。 

摩滅が著しく調整等が不明瞭であるが、外面に �H多 

は横方向のへラミガキ痕が、内面には丁寧な縦 �焼成　良好 

方向のへラミガキ痕が残る。杯部、70%残。 �色調　淡橙褐色 

接合部から直線的に開く。漏斗状となる。脚部 �胎土　FGH多 

を欠き芥底部が抜ける。蕃表面の摩滅が著しく �焼成　不良 

調整等不明。杯部のみ完存。 �色調　赤褐色 

円筒状を呈する土錘。表面が摩耗している。 �胎土　AD多　GH少 

内径l.0 厚さ1.3 重さ80g 長さ12.3 �完存。 表裏面ともに周辺部を細かく欠き、刃都を作り �(白色針状粒子) 焼成良好 色調淡栓褐色 石質千枚岩 

幅　5.2 厚さ2.2 重さ160g �出す。短冊状の打製石斧。 �色調　灰褐色 
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第6号住居跡(第14・15図)

調査区の中央クーケー4へ6グリッドに位置する。切り合う遺構は無く、単独で検出されているo

規模は、長径・短径ともに約4.6皿、面積2 1.1 6誼を測る。深さは9脚と浅い掘り込みである。

形態は、ほぼ正方形を呈している。覆土の第2居中より焼土や炭化物が全面に広がっており、焼失家

屋とみられる。炉跡は、中央やや東側の位置に2カ所あり、部分的に重なりをもって浅いビット状に

掘り込まれている。中央に近い大きい方が楕円形で長径1 2 0蝕、短径5 0調、深さ9億を測る。

東側のものが円形で、直径5 2脚、深さ4餌を測る。両方が繋がるようである。焼土は、東側を中心

に底面に約8餌の厚さをもって検出されている。ピットは、 7カ所検出している。 Plは、直径74

cm、深さ8cm。 P2は、直径22cm.深さ5cm。 P3は直径60en、深さ5en。 P4は、直径60cm、

深さ7cm。 P5は、直径52cm、深さ10cm。 P6は、直径52cm、深さ6cm。 P7は、長径94cm、

短径6 2億、深さ7調。深さはいずれも1 0調以内の浅い掘り込みで、 P2を除いて同じような規模

・形態となっており、柱穴と思われる。遺物は、全体的に散在していた。図示できたものは残念であ

るが台付襲形土器の脚台部(No. 1)のみで古墳時代前期のものが小破片を含めると1 0 5点出土し

ている。

土　居　註

1.明褐色土　黄褐色土粒子やブロックを少量、白色微粒子を一様に多量。粘性、弱。しまり、良o

2.暗褐色土　焼土粒子を多宜、白色徽粒子を一様に多量、炭化物を少量含む。粘性、良。しまり、良。

2.′炭化物　第2層に同じであるが、多量な炭化物居。

3.暗褐色土　黄褐色土粒子を多宜、黄褐色土粒子をブロック状に少量含む。粘性、良oしまり、良〇

第14図　第6号住居跡実測図
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第15図　第6号住居跡遺物出土位置図

第7表　第6号住居跡出土遺物　備16図)

平

半音∴∴山

第16図　第6号住居跡出土遺物実測図

番号 �券　種 �大きさ(Qn) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

1 �台付淫 �脚径　10.2 �直線的に開く脚台都。外面、粗い刷毛整形、瑞 �胎土　C徴A少H多 � 

部付近はナデ調整を加える。内面、ナデ調整、 �焼成　良好 

基部に赤彩痕あり。脚台部のみ完存。 �色調　燈褐色 
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土　居　註

1.明褐色土　黄褐色土粒子を微量、焼土粒子を敬呈、灰白色土ブロックを多量含む。粘性、良。しまり、良。

2.暗褐色土　黄褐色土粒子をごく従量、焼土粒子をまばらに多量、炭化物をまばらに少量含む。粘性、弱。し

まり、良。

3.暗褐色土　黄褐色土粒子を一様に多量、黄栂色土ブロックを少量。粘性、良。しまり、強。

4.明褐色土　黄褐色土粒子を微量、塊土粒子を微量、灰白色土ブロックを多量含む。粘性、良。しまり、良。

5.明褐色土　魔王粒子を多量、焼土ブロックを少量、白色微粒子を一様に多量、炭化物を多量含む。粘性、

良。しまり、良。

6.暗褐色土　黄褐色土粒子を少量、焼土粒子を微量含む。粘性、良。しまり、良。

6.’暗褐色土　第6層に同じであるが、黄褐色土粒子やブロックを多量に含む。粘性、良(第6層よりも強)。し

まり、良。

第17図　第7 ・ 8号住居跡実測図
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第7号住居跡　(第17・19図)

調査区の東側コーサー3へ5ダリ声に位置する。東側で第8号住居跡と切り合っている。新旧関

係は、本跡の方が古い。また、住居跡や調査区域の東側から大きな撹乱に会い、東北側の2カ所の

コーナーを欠く。規模は、長径推定5・O皿、短径4・4m、深さ約1 0調、面積2 2・0壷を測る。

ピットは、 2カ所検出している。 Plは、直径66餌、深さ7脚。 P2は、長径76脚、短径50餌、

深さ2 1調。両方とも柱穴と思われる。.遺物は、中央部に多く散在しており、中層より上から少破片

が多数出土している。主な遺物としては、整形土器(N〇・ 1・ 2)、台付蛮形土器(No・3・ 4)が出土

している。

¥上土三ク 〒〒『 3

第18図　第7号住居跡出土遺物実測図

第8表　第7号住居跡出土遺物(第18図)

番号 �器　種 �大きさ(c皿) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

1 2 3 4 �壷 壷 台付蓮 台付馨 �底径6.4 底径5.6 口径15.4 口径15.0 �平底の底部。底面を削り調整する。外面、刷毛 �胎土　F徴　GH少 � 

整形後ナデ調整。内面、丁寧なナデ調整。 �焼成　良好 

底部、30%残。 �色調　淡燈褐色 

小さな底部から大きく開く。底面は、中心が小さ �胎土　AF少　GH多 

く上げ底状となるが、周辺部は平坦面を丁寧に �焼成　良好 
つくる。外面、刷毛整形後、ナデ調整。内面、 �色調淡燈灰褐色 胎土A徴FH(細)多 

木口状工具による丁寧なナデ調整。外面を赤彩。 

底部、40%残。 

頭部から微妙に内湾しながら開く口綾部。口唇 

部には、棒状工具による刺突の刻み目を施す。 �焼成　良好 

外面、ナデ調整。内面、丁寧なミガキを施す。 �色調暗燈褐色 胎土A徽FGH㈲多 
口綾部、5%残。 

「く」の字状に屈曲する頚部。口綾部は短く、 

口唇端部を平坦にする。外面、刷毛整形後、ナ �焼成　良好 

デ調整。内面、ナデ調整。口綾部、5%残。 �色調　陪燈褐色 
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第19図　第7 ・ 8号住居跡遺物出土位置図
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第8号住居跡(第17・ 19図)

調査区の東側コーサー3へ4グリッドに位置する。西側に同じ傾きをもって、第7号住居跡と切り

合っている。新旧関係は、本跡の方が新しい。また、東側のコーナーを撹乱により大きく欠いている。

さらに、点線で図示した覆土上面は、より広範囲に撹乱を受けている。規模は、長径4 ・ 1 m、短径

3. 5m、面積1 4. 3 5Ⅱ王を測る比較的小型の住居である。北側の覆土中から焼土や炭化物が床面よ

り検出されており、焼失家屋と思われる。ピットは、 3カ所検出した。 Plは、直径30調、深さ7

調。 P2は、直径40脚、深さ16調。 P3は、直径40餌、深さ18調。いずれも、同じようなの

大きさや形態となっており、柱穴と思われる。遺物は、撹乱を受けた東側付近を除き、全体に広がっ

て出土している。主な遺物としては、中央付近から台付琵形土器(No. 1 , 2)や高杯形土器(N〇・ 6)

が、北側コーナー付近から小型童形土器(No. 4)や高杯形土器(No. 5)が出土している。

鵜　　　　　　　　　　　　　　　二

第20図　第8号住居跡出土遺物実測図
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第9表　第8号住居跡出土遺物(第20図)

番号 �諸　種 �大きさ(m) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

l 2 3 4 5 6 �台付蓮 台何誌 台付凄 小型重 商杯 両杯 �脚径14.5 脚径6.7 口径了.9 �脚台部から緩やかに膨らみをもちなから立ち上 �胎土　AC徴　D少 � 
がる脚下学部。外面には、粘土接合痕が残る。 �FH多 

外面、刷毛整形(表面が柔らかい状態での整形 �焼成　良好 

である)。内面、斜方向に立ち上げるように丁 �色調暗楼褐色 胎土G後F少H多 

事かつ入念なへラミガキが施されている。外面 
の胴部中位に謀が付着する。残存、30%。 

緩やかに外皮しながら開く脚台部。内外面とも 
に摩滅が著しく調整等不明瞭。 �焼成　やや不良 

脚台部、90%残。 �色調　淡燈褐色 

直線的に、やや外反するように開く小型の脚台 �胎土　FH(細)多 

郁　内面の裾部は折り返すようになり・端部は �焼成　良好 o 平坦面を作り出す。外面、細かい刷毛整形後、 �色調暗燈褐色 胎土AEG徴 

ナデ調整。内面、横方向の刷毛整形を施し、上 

部は指ナデを加える。脚台部、70%残。 

手捏ねの小型壷。平底で丸みの少ない休部o中 

底径　　3_9 �位で収縮し、口綾部で大きく外に開く。外面、 �F少　H多 

暮雨5.1 口径盤.8 �口縁に粗い刷毛整形後、全体にナデ調整。内面・ �焼成　良好 
僅かに木口状工具による調整痕が残る。全体に �色調淡隆褐色 胎土E少F(徽) 
ナデ仕上げ。残存、30%。 

緩やかに内湾する新都。脚部を欠損する。底部 

底径4.2 口径19.2 �に接合痕を残す。外面、下半部を細かい刷毛整 �GH多 
形。後、横方向のナデ調整を加える。内面、斜 �焼成　良好 

方向の丁寧なへラミガ半が施される。一部分に �色調赤燈褐色 胎土ADEFH㈲多 
は細かい刷毛状の整形痕を残す。 

杯部、80%残。 

緩やかに湾曲しながら開く新都。口唇端部は尖 

る。外面、縦・斜方向の丁寧なへラミガキ。接 �焼成　良好 

合部は横方向のへラミガキ。口綾部は剥落が著 �色調淡燈褐色 l 
しく不明瞭である。内面、摩滅しており不明瞭 

であるが、斜方向のへラミガキ痕が残る。内外 

面ともに赤彩。杯部、30%。 
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(2)周溝墓と出土遺物

平

‾‾易　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・.‾ -

し　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　臆臆-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

土　居　註

1.明褐色土

2.黒褐色土

2.’暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

黄雑土粒子をブロック状に多量、赤褐色粒子をまばらに微量、白色微粒子を一様に多量。炭化

物を微量含む。粘性、弱。しまり、良o

黄褐色土粒子を微量、赤槌粒子をまばらに微量、白色微粒子を一様に微量含む。灘、良oし

まり、良。

第2層に同じであるが、黄褐色粘土ブロック塊e

黄褐色土粒子やブロックを多量、赤褐色粒子を少量、白色微粒子を微量、炭化物を少量含む。粘

性、良。しまり、良。下部には、黄褐色土や焼土のブロックとともに土器を検出。

黄褐色土粒子をブロック状に多量、白色微粒子を数量含む。粘性、良。しまり、良。

第21図　第1号方形周溝墓実測図
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第l号方形周溝墓(第2 1図)

調査区北側キーケー1へ3グリッドに位置する。第3 ・ 4号住居跡や第1号溝、第1 ・ 2号堀と周

海部が切り合っている。新旧関係は、本跡が最も古い。北側が調査区域外となってしまうため、全体

の3/5ほどの範囲を検出したことになる。方台部は、前の建築物の撹乱等によって削平されており

主体部は検出できなかった。東側を開口部とし、主軸はE-30o書Sである。規模は、高話が長さ1

0.8m、幅約1.Om、深さ約4 0弧を測る。開口部側のコーナーへ向うに従い僅かに幅が広くなり、

深さも増すようである。さらに、開口部コーナーは一段深くなり、緩やかな傾斜をもって立ち上がるo

西溝は検出部分で長さ5.7皿、幅1.Om、深さ3 0餌を測る。方台部は、長軸9・Om、短軸は推定

8.Om、広さ72.0誼である。遺物は、開口部の一段深くなった部分から出土しており、第3層か

ら焼土や炭化物と-緒に広口壷形土器(No. 1)が出土している。その他、棒状浮文を付す壷形土器

(No.5,6)や台付蛮形土器(No.7,8)も出土している。

ヾ　i_○○_　ノ

ー_ ⊥　葛_○○ノ　　　ま

圏圏 _ 〇〇〇∴

第22図　第1号方形周溝墓出土遺物実測図
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第10表　第1号方形周溝墓出土遺物(弟22図)

番号 �諸　種 �大きさ(cⅢ) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

1 2 3 4 5 6 7 8 �広口壷 壷 轟 壷 壷 壷 台付誌 台付藻 �口径(14.0) �頭部から小さく外債する口綾部。復合口縁を呈 �胎土　H少　EFG多 � 

胴径　14.8 �する。頚部は「く」の字状に弱く屈曲する。肩 �焼成　良好 

底径　　6.4 �都も張りが弱く、胴部は中位で膨らみ底部にい �色調淡赤褐色 胎土F少GH多 

器高13.1 底径9.2 底径6.8 口径(14.4) 口径(8.3) 口径(穂.8) 口径(20.4) 脚径(11.0) �たる。底部は平底で、削り込み調整をする。外 

面、刷毛整形後、ナデ調整。さらに、へラミガ 

キを加える。内面、胴部中位に輪積み痕を残し、 

丁寧なナデ調整を施す、残存、80%。 

底部から直線的に開く。不明瞭であるが、内外 

面ともに丁寧なへラミガキ。内面には部分的に �焼成　良好 

刷毛目を残す。外面の底部を除き、内外面とも �色調淡燈褐色 胎土H少GF㈲多 
に赤彩。底部、30%残。 

平底の底部から湾曲するように開く。外面、へ 

ラナデ調整。内面、丁寧なナデ調整。底面には、 �焼成　良好 

木葉痕を残す。外面を赤彩。底部。10%残。 �色調　淡燈褐色 

外皮するように開く口綾部。複合口縁。外面、 �脇士　DH少　GF多 

刷毛整形後、ナデ調整。内面、不明瞭であるが、 �焼成　良好 

横方向の細かいへラミガキ。上端部から1c皿は �色調淡燈褐色 胎土FH少G多 

どのところに縄目を残す。内外面ともに赤彩痕 

あり。口綾部、5%残。 

徴妙に内湾する口綾部。外面、不明瞭であるが、 

地文に紀文を施し、断面三角形の棒状浮文を貼 �焼成　良好 

り付ける。内面、丁寧なへラナデ調整。内面を �色調暗灰褐色 胎土F(徴)G少 

赤彩。口綾部、5%残。 

幅の広い複合口稼。外面、刷毛整形を施し、俸 

状浮文を貼り付け、刺突を加える、内面、丁寧 �焼成　良好 

なナデ調整。口唇部には紀文を施す。内外面と �色調淡燈褐色 船上FGH多 

もに赤彩痕あり。口綾部、5%残。 

弱く「く」の字状は屈曲する頚部から口綾部。 
口唇部には、棒状工具による刺笑で刻み目を施 �焼成　良好 

す。外面、粗い刷毛整形、内面、丁寧なナデ調 �色調暗灰褐色 胎土FGH多 

整。口綾部、5%残。 

接合部から直線的に開く脚台部。内外面ともに 

摩滅が著しく調整が不明瞭であるが、内面の上 �焼成　やや不良 

部に僅かにへラナデ調整痕を残す。 �色調　淡燈褐色 

脚台部、90%残。 
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票

二¥二二二二÷

土　屈　託

l.明褐色土

2.暗黒褐色土

3.暗灰褐色土

4.陪灰褐色土

5.灰褐色土

‾覆一叡病・ニー購一要‾-該‾-‾

黄褐色土粒子を一様に少量、赤褐色粒子を微量、白色微粒子を一様に多量、炭化物をごく微量

含む、粘性、弱。しまり、良。

黄褐色土粒子を微量、赤褐色粒子を敬呈、白色微粒子を少量、炭化物を少量含むo粘性、良。

しまり、良。

黄褐色土粒子を少量、赤褐色粒子を少量、白色微粒子を微量、炭化物を少量含むo鉄塊が多量

に見られる。粘性、強。しまり、良。

黄褐色土粒子をブロック状に多量、白色微粒子を微量含む。鉄斑が多量に見られる。粘性、

強。しまり、良。

黄褐色土粒子を微量、白色微粒子を一様に多量含む。鉄斑あり。粘性、強。しまり、強。強質

の還元土(上層の水田跡カ)

第23図　第1号円形周薄暮土居断面図
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第25図　第1号円形周溝墓出土遺物実測図
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第1号円形周溝基(第23 ・独図)

調査区の西北側イーカー1へ4グリッドに位置する。本跡はとくに切り合う遺構はないが、周溝の

内側に第1号住居跡があり、ウー3グリ声から西側では上層部から掘削の影響を受けてJ豆。調査

区域の設定もあり全容は明らかではないが、図示したようにイー2グリッドで緩やかに浅くなり立ち

上がるようで南西付近を開口部とするようである。形態は、ほぼ円形を呈するようである。規模は、

周溝の内側の直径は13.2皿、幅は約3.8皿、深さ42.0調を測り、周溝内側の面積は、推定

1 3 6.7 7誼となる。主軸の方向は、推定する中心から南西の開口部に向けて、 S-500 -Wであ

る。さらに周港内には、上面からは確認が困難であったが、土按状の掘り込みが4カ所検出された。

いずれも、溝底面からは緩やかな傾斜をもって掘り込まれている。長さは、約5.5mへ7・2m、深

さは5 2へ7 2弧の規模である。遺物は、上層から下層までびっしりと出土している。この報告書で

は、図示することができたものは少ないが、総数にすると小破片を含めて約1 , 2 0 0点が出土して

いる。主なものとしては、オー3グリッド付近の底面に僅かな掘り込みをもって倒れた状態で寵形土

器00.1)が、また覆土中より、碗形土器(No.6)、台付蜜形土器(No.4)、高杯の脚(N〇・8)、土

鍾(No. 9)が出土している。その他、周海内に流れ込んだものと思われるが時期が異なる須恵器が出

土している。いずれも、周海内の上層部から小破片の状態で出土したものである。接合ができたので

掲載する。時期は9世紀前葉(肌11・12・13・15)から中葉(10・14・16)のものであり、窯跡は鳩山窯跡

群のもの(11へ16)と、東金子窯跡謡のもの(10・17・18)とに分けられる。

第11表　第1号円形周溝基出土遣物(1) (弟鰐図)

番号 �器　種 �大きさ(c皿) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

1 2 3 4 5 �凄 義 手塑土 �口径　22.0 �頚部から緩やかに短く外反する口綾部。肩部や �胎土　A徴　FH多 � 

胴径　28.2 �胴部の張りは弱く、小さな底部にいたる。底部 �焼成　やや不良 

底径　　6.2 �は、焼成後打ち欠き穿孔される。外面、頚部に �色調淡燈褐色 胎土D少EFH多 

器高31.2 口径16.6 �のみ横方向の細かい周毛整形を施す。整形には、 
ロタロを使用したとも思える連続性のある作業 

の跡が見られる。内面、丁寧なへラナデ調整が 

行われている。残存、95%。 

頚部が「く」の字に屈曲し、口綾部は短く外皮 

胴径　27.0 �する。胴部は球形となり、最大経を中上位とす �焼成　良好 

底径　　8.5 �る。外面、斜方向(左上がり)の丁寧なナデ調 �色調淡燈褐色 胎土E徽F少 

器高　28.0 �整。内面、ナデ調整。残存、60%。 

口径　　4.1 �平底で、底部から立ち上がり開き湾曲する。外 

器 手塩土 �胴径　　4.7 �面は、刷毛整形。内面は、小口状工具による調 �焼成　やや不良 

底径2.9 器高2.9 胴径7.8 �塾が施される。残存、70%。 �色調　淡燈褐色 

平底から湾曲し立ち上がる。外面は、縦方向の �胎土　H徴　EF少 

器 �底径　　5.2 �刷毛整形。内面は、横方向の丁寧な刷毛整形が �焼成　やや不良 

施される。残存、80%。 �色調　淡燈褐色 

手捏土 �底径　　4.4 �平底から直線的に開く。内外面ともに摩滅著し �胎土　H徴　EF少 

器 ��く調整等不明。残存、底部のみ完存。 �焼成やや不良 色調燈褐色 
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第12表　第1号円形用語墓出土遺物(2)

番号 �器　種 �大きさ(c血) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 �碗 塙 高舞 上錘 長頭重 椀 �底径4.5 胴径7.5 �平底の底部。直線的に立ち上がる胴部。外面、 �胎土　A少　F(徽)多 � 
へラ状工具により上方向に向けて削り、整形さ �H(細)多 

れる。内面、木口状工具による整形。底部のみ �焼成　良好 

完存。 �色調　漫燈褐色 

上げ底状となる底部。胴部の張りは強い。表面 �胎土　DH徽　E少 

底経3.2 外径3.6 内径l.2 厚さ1.3 重さ(40g) 高台径9.4 口径(15.4) �の摩滅が著しく図化できないが、外面はへラミ �焼成　やや不良 
ガキ、内面は丁寧なナデ調整を施す。外面を赤 �色調淡橙褐色 胎土G徽E少H㈲多 

彩。残存、胴部から底部60%。 

柱状となる脚部。福部を欠損する。外面、丁寧 
なへラミガキ後赤彩。脚部、30%残。 �塊成不良 色調淡燈褐色 

円筒状の土錘。内外面ともに摩滅が著しい。 胴部は、やや緩やかに膨らみをもちながら立ち �胎土AD徽GH多 焼成不良 色調淡燈褐色 船上FH多 

上がる。底部は平底となり、高台を付す。外面 �焼成　良好(堅緻) 

には、僅かに自然粕がかかる。内面は、ログロ �色調灰褐色 胎土白色針状粒子多 

整形痕が残る。底部のみ完存。 

底部から綬やかに内湾しながら、端部では外債 

(須恵器) 碗 �底径(7,6) �する。外面には、ロクロ整形痕が残る。底面に �焼成　良好(堅緻) 

器高(6.2) �は、糸切り接し痕を残さず、へラケズリを施し、 �色調　淡灰褐色 
平坦にする。残存、40%。 

口径(15.0) �緩やかに内湾しながら立ち上がる。口縁端部は �胎土　白色針状粒子少 

(須恵器) 杯 �底径(8.2) �っ凄み上げたように外債する。底面は糸切り離 �焼成　良好(堅緻) 

器高(6.0) �し跡を残すが、瑞から約1.5G血ほどの脂をへラケ �色調　灰褐色 
ズリを施す。残存、50%。 

口径(12.3) �底部から段を持つように直線的に立ち上がる。 �胎土　白色針状粒子少 

(須恵器) 杯 �底径(6.8) �底面には、糸切り賎し痕を残し、外周部分から �焼成　良好(堅緻) 
器高(3.9) �はじまり、内側に向けてへラケズリを施す。 �色調　灰褐色 

残存、30% 

口径(12.6) �緩やかに内湾しながら立ち上がる。外面にロク �胎土　白色針状粒子多 

(須恵器) �底径(6.4) �ロ整形痕あり。底面に糸切り離し痕が明瞭に残 �焼成　良好(堅緻) 
器高(3.7) �る。残存、60%。 �色調　灰褐色 

杯 �口径(12.6) �緩やかに内湾しなから立ち上がる。外面にロク �船上　白色針状粒子多 

(須恵器) 杯 �底径(6.4) �ロ整形痕が明瞭に残る。底面は、糸切り離し後、 �焼成　良好(堅緻) 

器高(4.6) �瑞から2譲皿の幅でへラケズリを施す。 �色調　灰褐色 

残存、60%。 

口径(12.4) �緩やかに内湾しながら立ち上がり、口綾部で徽 �胎土　白色針状粒子多 

(須恵器) �底径(6.4) �妙に外債する。外面にロタロ整形痕あり。底面 �焼成　良好(堅緻) 

器高(3.9) �に糸切り賎し痕が助際に残る。残存、50%。 �色調　灰褐色 

杯 �口径(11.8) �底部から直接的に開く。口唇部は、平坦に面取 �胎土　F(徽)H(徴)多 

(須恵器) �底径(6.6) �りされている。底面には、糸切り離し痕が残る �焼成　良好 

器高(3.4) �残存、20%。 �色調　灰褐色 

杯 �口径(11.8) �底部から直線的に立ち上がる。底面には、糸切 �胎土　F(徴)多 

(須恵器) �底径(6.6) �り離し痕が残る。口唇部は、柔らかく面取りが �捷成　良好(堅緻) 
器高(3.9) �なされている。残存、20%。 �色調　灰褐色 
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(3)溝と出土遺物

第1号諸(第26図)

調査区の中央から西側イークー1へ6グリッドに位置し、調査区の北側から南西に向けて直線的に

掘られている。北側では、第1号方形周溝墓と切り合い、中ほどまでは第l ・ 2号堀と並行して構築

されている。北・南側ともに調査区域外となる。形態は、ほぼ直線的で、断面はやや丸みを帯びるⅤ

字形を呈する。検出された長さは約30.Om、幅は1.0へ1.6m、深さは46へ62脚を測る。遺

物は、グリッドごとに区分して一括して取り上げた。図示できたものは、常滑系の蛮(No・ 1)が1

片だけである。

¥¥起±±」_4

0　　　　　　　　　　　　　　1○○m

第27図　第l号演出土遺物実測図

第13表　第1号溝出土遺物(第27図)

番号 �器　種 �大きさ(億) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・塊成・色調 �備　考 

1 �淫 �底径(14.8) �常滑系。寮の底部。外面に縦方向のナデ整形痕 �胎土　田H多 � 

を残す。内面は丁寧なナデ調整。 �焼成　良好 

底部、20%残。 �色調　暗灰褐色 

(4)堀と出土遺物

第1号掘(第26図)

調査区の中央エーゲー1へ7グリッドに位置する。第2号堀と北側から中央部までは軸を僅かに違

えるが切り合い、中央部から南側は同一の線となる。新旧関係は、遺構断面の状況から本跡の方が新

しいと判断できる。北から第1号溝と並行し南西方向に向かい、中央部で南へ曲線的に方向を変え調

査区域外にいたる。規模は、検出部分で長さは3 0.6m、幅は約1・6へ2・Om、深さ6 0~90餌

を測る。断面の形態は、中央から北側ではⅤ字形を呈する薬研堀で南に向かうにしたがい上面の幅

が広くなるようである。遺物は、常滑系の饗(No. 1 ・ 2 ・ 3)が出土している。
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第2号堀(第26図)

調査区の中央カーケー1へ4グリッドに位置するoこの遺構は、第1号堀と形態・規模ともに同じ

ょぅな掘り方をしており、中央より北側の部分に見えるだけでもるo南側では、第1号堀と切り合い

南側で姿を消してしまう。断面の形態は、 Ⅴ字形を呈する薬研堀でぬる。検出された規模ば長さは

1 8,Om,幅は推定約1.2m、深さは45へ65cmを測る。遺物は、第1号堀と同じように陶器破

片を数片田土したが、図示し得るものはなかったo時期的には、第1号堀と大きな差はないようであ

る。

塞//三/1

第28図　第1号掘出土遺物実測図

第14表　第1号掘出土遺物(弟28図)

番号 �器　種 �大きさ(c皿) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

l 2 3 4 �諾 謡 瑳 たたき �底径(14.8) 長さ12.1 �常滑系。窮の底部。外面には、刷毛目状の整形 �胎土　FH多 � 

痕を残す。底部、5%残。 �焼成不良 色調燈褐色 胎土H少F多 

常滑系。誌の頚部から口綾部。口綾部は折り返 

すように立ち上がる。頚部、1%残。 �焼成良好(堅緻) 色調灰褐色 胎土A徴H少F多 

常滑系。外皮するように屈曲し、短く立ち上が 
る。内面は、灰粕がかかる。頚部、1%残。 �焼成良好(堅緻) 色調淡橙褐色 石質砂岩 

たたき石。下端に蔵打痕を残す。中上位部の両 

石 �幅　　　8.4 �側に打ち欠いた跡がある。柄を取り付けたのだ �色調　黄灰褐色 

厚さ　　3.1 �ろうか。表裏面は、自然画となり使用した痕跡 

重さ　370g �はない。完存。 
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(5)その他の遺構と出土遺物

調査区の北側中央部にピット(第2 9図)を1 0ヶ所検出した。各ピットの形態や規模は、第1 5

表に記したとおりである。配列や共通性は、見いたすことができなかったo

平　⑧『⑨壷

円形願出軍事- II　　匂∴曾,_4

1′’l壷p7

/////’平/顔。」%、、_./

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第29図　ピット実測図

第15表　ビソトー覧表(第29図)　　　　　　　　　　　　　　　　単位:脚 

番　号 �グリッド �形　　　態 �長　軸 �短　軸 �深　さ �底面径 �備　考 

1 �エ・オー2 �不整円形 �44 �40 �40 �凹　　状 �桂痕あり 

2 �カ　ー2 �不整円形 �82 �72 �17 �フラット � 

3 �カ・キー2 �楕　円　形 �64 �48 �8 �フラット � 

4 �カ　ー2 �楕　円　形 �32 �28 �18 �凹　　状 �柱痕あり 

5 �カ　ー2 �不整円形 �48 �40 �6 �フラット � 

6 �カ　ー2 �不整楕円形 �66 �46 �15 �フラット � 

7 �カ　ー2 �円　　　形 �24 �22 �24 �凹　　状 �柱痕あり 

8 �オ・カー3 �不整方形 �70 �48 �13 �フラット � 

9 �オ　ー3 �不整円形 �52 �40 �22 �フラット � 

10 �キ　ー2 �不整楕円形 �74 �60 �69 �フラット � 
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(6)グリッド出土の遺物

遺構に伴わない遺物としてダリ声を単位にして取り上げたものである。ただし、図示した遺物は

前建築物による離しを受けた中で、ケーコー6へ7グリッドにおいて辛うじて検出したものがほとん

どである。

了と三幸〇一もう　ー鬱-¥

芭牙。 〒畝　七二♂「 I塾.2

と室生.。

/牽?薬¥
勺

国語
第30図　グリッド出土の遺物実測図
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第16表　グリッド出土の造物(1)僚30図)

番号 �器　種 �大きさ(c皿) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・塊成・色調 �備　考 

l 2 3 4 5 6 7 8 9 �台付諜 台付蕩 台付議 台付琵 蚕 室 壷 壷 小型壷 �口径(10.3) �肩部が強く張り、頚部が緩やかに屈曲するS字 �船上　E少　FH多 � 

胴径(13.2) �口綾の台付諾。胴部最大径を上位にもつ。脚台 �焼成　良好 

脚径(●4.4) �部は小さく「ハ」の字状に開く。下端を欠損す �色調淡褐色 胎土A(徴)D少 

器高(31.8) 口径(17.4) 口径(17.7) �る。外面、縦・斜方向の刷毛整形、頚部にナデ 

を加える。内面、不明瞭であるが刷毛目を残す。 

残存、30形。 

頭部から口綾部にかけて「く」の字状に届出ず 

る。口唇部に縄目を抑圧する。内外面を刷毛整 �EF(徽)H多 

形。口綾部については、ナデ調整を加える。 �焼成　不良 

口綾部、20%残。 �色調　淡燈褐色 

頚部は「く」の字状に屈曲し、短く開く。胴部 �胎土　E少　FH多 

胴径(21.8) �は球形となり、最大経を中位にもつ。脚台郡は �焼成　やや不良 

脚径(6.5) �休部の大きさと比較すると小さく、短く直線的 �色調淡燈褐色 船上EH少F多 

器商(23.6) 口径(17.0) �に開く。休部の底には焼成前のものと思われる 

直径3.6mの穿孔が見られる。内外面ともに不 

明瞭であるがナチ調整が施されているようであ 

る。残存、65%。 

頚部は僅かに収縮し、口綾部は短く開く。胴部 

胴径(16.6) 底径4.2 口径(8.6) �の最大経は口綾部よりも小さい。外面は縦方向 �焼成　やや不良 
の刷毛整形。内面は太めの刷毛整形が、口綾部 �色調燈褐色 胎土DGH少F多 

は細かい刷毛である。残存、休部40%。脚台部 

を欠損する。 

「く」の字状に屈曲する頚部。断面三角形の帯 

がめぐる。内外面ともに丁寧なナデ調整が施さ �焼成　良好 

れる。頚部、30%残。 �色調　陪燈褐色 

肩部破片。紀文を羽状に施す。その上下を鋸歯 �胎土　耳G少　H多 

状に洗練が区画する。内面、ナデ調整。外面の �焼成　良好 

文様帯を除いて赤彩。 �色調　暗橙褐色 

頚部から肩部にかけての破片。肩部の張卵よ弱 �胎土　D敏　FH多 
い。外面、横方向のへラミガキが施され、2段 �焼成　良好 

の紀文が、その端部にはS字状結節文が三段め �色調時庭褐色 脇士E徽F(徽) 

ぐる。内面、粗いナデ調整。外面の文様帝を除 

き、赤彩。肩部、20%。 

小さな上げ底状となる底部から大きく膨らみ、 

球形を呈する胴部。外面、不呪際であるがへラ �H(細)多 
ミガ中を施す。後、赤彩。 �焼成　不良 

胴下半部、60%残(底部は完存)。 �色調　淡橙得色 

底部から内湾しながら立ち上がる。口縁部は外 �胎土　A徽GH(細)多 

底径(5.0) �傾し、復合口縁となる。底部は平底。内外面と �焼成　やや不良 

器高(4.5) �もに剥落が著しいため、調整等は不明瞭。 �色調　淡橙褐色 

残存、70%。 
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第17表　グリッド出土の遺物(2)

番号 �器　種 �大きさ(皿) �形　態・手　法　の　特　徴 �胎土・焼成・色調 �備　考 

10 11 12 13 14 15 16 �小型杯 飯 器台 椀 �口径(6.8) �手捏ねの杯。外面、粗雑なナデ調整。内面、丁 �胎土　A敏　F(徽) � 

底径(4.2) �寧なミガキを施す。内面に赤彩痕。 �G(徽)H多 

港南(2.8) �残存、60%。 �焼成良好 色調淡燈褐色 

底径4.4 脚径(3.0) 底径(9.2) 口径(13.0) �小さく突出した底部。中心に径14皿の孔を、焼 �胎土　AE少　F(徴) 

成前に穿つ。内外面ともに調整等不明瞭。 �H(細)多 

底部のみ完存。 �焼成　やや不良 

受郡から頚部にかけて細く収縮し、脚部で「ハ」 �胎土　A徴　F(徴) 
の字状に大きく開く。脚部中位に円孔を3カ所 �H(細)多 

有する。脚裾部を欠損する。外面、縦方向に細 �焼成　やや不良 

かい刷毛整形。内面上半がへラナデ、下半は横 �色調淡燈褐色 胎土FH多 

方向の細かい刷毛整形。受部内面は、刷毛整形 

後、丁寧なへラミガキを施す。残存、30%。 

底部から軽やかに膨らみをもちながら立ち上が 

(須恵器) 杯 ��る。外面にロタロ整形痕あり。底面は、へラケ �焼成　良好 
ズリが施されるが、細い棒状工具により「×」 �色調燈褐色 胎土H少F(徴)多 

の線刻あり。底部、30%残。 

徴妙に内湾しながら、口縁端部で小さく外反す 

(須恵器) 杯 台付鉢 �底径(4.8) �る。外面にロタロ整形痕を、底面には糸切り離 �白色針状粒子 

器高(4.2) �し痕を残す。残存、80労。 �焼成良好(堅緻) 色調灰褐色 

口径(11.8) �底部から直線的に開き口渡部にいたる。外面、 �胎土　G少　H多 

底径(5.2) �ログロ整形痕あり。底面には、糸切り接し痕が �於成　良好 

器高(4.2) �不助瞭ながら見られる。残存、70%。 �色調　淡褐色 

高台径(7.6) �古瀬戸。小さく脂の広い高台を付す。内面と脚 �胎土　H多 

都外面に自然粕が付着する。底部、40%残。 �焼成良好 色調灰白色 
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6　ま　と　め

高原遺跡は、自然堤防上に立地する遺跡群の南端に位置する。北側には、菖蒲川を挟んで南町道跡、

上戸田本村遺跡、さらに鍛冶谷・新田口遺跡が南北に連なっており・遺跡群を形成している。いずれ

も、弥生時代後期から古墳時代前期の土器を出土する集落跡で、この時期に自然堤防上に人々が移動

して来る様子が窺われる。

今回の調査地点は、高原遺跡の集落の中程の位置にあたり、遺構の内容も豊富なものであった。検

出された遺構は、弥生時代後期から古墳時代前期の方形周溝墓が1基、古墳時代前期の住居跡が8軒、

古墳時代後期前半の円形周溝墓が1基、中世の溝跡が1本と堀跡が2本である。

以下、検出した主な道樺についてまとめておきたい。

1 )住居跡について

第6次調査においては、住居跡を8軒検出した。いずれも古墳時代前期の五領期に位置付けられる

ものである。遺構の切り合いや調査区の関係から、全容が明らかになっていないものもある。ここで

は、形態と規模についてまとめておきたい。

まず、検出された住居跡の形態を分類すると次のようである。方形(第2 ・ 6号住居跡)、隅丸方形

(第1 ・ 4号住居跡)長方形(第3号住居跡)の3形態である〇第5 ・ 7 ・ 8号住居跡については、

全容が明らかになっていない。

次に、検出された住居跡の規模についてであるが、現在までの成果を含めて第3 1図に掲載した。

第2号住居跡が大きく突出しているものの、他のものは約2 0壷前後、あるいはそれよりも小さなも

のである。第5次調査の報告において行った分類と同じ様に以下に分類しておく(註1)。なお、第5

・ 7 ・ 8号住居跡については、指定の面積である。

大型(32.50Ⅱ2)　　　　第2号住居跡

中型A (21.0脂へ22.80め　第5 ・ 6 ・ 7号住居跡

中型B (14.30Ⅱト17.00競)第1 ・ 3 ・ 8号住居跡

小型(9.60宣撫へ14.80重め　第4号住居跡

このように、第5次調査区でもそうであったように、比較的大きな住居と小さな住居が混在してい

る状況が受け取られる。

高原遺跡においては、住居勘、ら見ると古墳時代前期に入ってから進出するようであるo現在まで

に、検出され住居跡は2 7軒(うち、前期は23軒)となっっているo今後、調査を重ねることによ

り資料の増加を期待し、南北に連なる遺跡群の中で、南端域での集落の形態やそのあり方など検討し

て行きたいと考えている。

2)円形用語墓について

円形周薄暮は、この調査で検出されたものを含めると4基になる。いずれも、古墳時代後期前半の

鬼高期に属するもので6世紀初頭に位置づけちれるものである。当調査地のものは、調査区域の北

一45一
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側にあり、後世の掘削により全体の4分のlの部分を検出しただけであるが、周溝の規模や形態そし

て遺物等、今までに検出されているものと同様のものである。

円形周溝墓については、古墳の出現との関係が問われるが、 「方形周溝墓の伝統の踏襲」とみられ、

「世帯共同体」社会における墓のあり方と認識されている(註2)。南原遺跡における古墳跡は、 6世

紀中葉のものが人物埴輪や形象埴輪を伴って、当調査地の北側に近凄して築造されているoよって検

出された円形周溝墓は古墳を築く社会的前段階の様相を物語っているようであるo

3)中世の遺構について

南原遺跡における中世の遺梅としては、現在までに堀跡が3本検出されている。戸田の地における

中世の歴史を物語るものとして考えられるのは、上戸田の多福院や海禅寺で開基として縁起や由緒

書に見える桃井播磨守直常の子中務少師直和の戸田居住説である。それは、 「戸田御所」 「戸田城」 「も

ものい屋敷」 「百の井屋敷」等の名称とともに伝えられてきている。いかし、その所在地については、

未だ明らかになっていないのが現状である。

今回の調査区域においては、堀跡が2本、溝跡が1本検出されている。いずれも、破片ではあるが

常滑系の饗を出土しており、 1 4世紀から1 5世紀に比定されるものである。堀跡は、 2本がほぼ重

なるように掘られ、埋没した後同じ場所に掘られているようである。第5次調査地では、第1 ・ 2号

堀が調査区域のほぼ中央を南北に並行して掘られており、常滑系や瀬戸美濃系、古瀬戸、山茶碗系な

どの陶器を破片ではあるが検出されている(証3)○掘り方を見ると両地点ともに同じような傾向が

窺われ、関連性など調査地点が離れていることや方向の違いなど即座に結び付けることは難しいが・

興味深く見ることができる。今後、両方の堀跡を結び付ける資料や、建物跡などの資料が加えられる

ことにより、館跡の存在や規模などが徐々に明らかになって行くことを期待したい。

註1西口正純『鍛冶谷・新田口』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第6 2集

(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団1 9 8 6

註2　塩野　博『戸田市史　通史編上』戸田市1986

註3　小島清一　晒原遺跡Ⅴ』戸田市道跡調査会第3集　戸田市遺跡調査会1991
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図版1

(1)南原遺跡Ⅵの位置

(2)調査区域全景



図版2

(1)第1号住居跡(西から)

(2)第2号住居跡(北から)



図版3

(1)第2号住居跡土器出土状態(第8図-2・8・10・11) (2)第2号住居跡土器出土状態(第8図-9)

(3)第2号住居跡土器出土状態 色)第3号住居跡土器出土状態(第11図一1)

(5)第3号住居跡(西から)



図版4

(1)第4号住居跡(南から)

(2)第5号住居跡(北から)



図版5

(l)第6号住居跡(北から)

(2)第7 ・ 8号住居跡(西から)



図版6

(1)第1号方形周溝墓(上空から)

(2)第1号方形周溝墓土層断面



図版7

(1)第1号円形周薄暮(上空から)

(2)第1号円形周溝墓東側 (3)第l号円形周溝墓南側

(4)第1号円形周薄暮土器出土状態(第25図-1) (5)第1号円形周琵墓土器出土状態(第25図-2)



図版8

(1)第1号溝(南から)

(2)第1 ・ 2号堀(南から)



図版9

(1)第1号ピット

(3)第3号ピット

(5)第6号ピット

(7)第8号ピット

(2)第2号ピット

色)第4号ピット

(6)第7号ピット

(8)第9号ピット



図版10

(1)第2号住居跡出土遺物(第8図-1)

(3)第2号住居跡出土遺物(第8図一7)

(5)第2号住居跡出土遣物(第8図-9)

(2)第2号住居跡出土遺物(第8図-6)

色)第2号住居跡出土遺物(第8図-8)

(6)第2号住居跡出土遺物(第8図-11)



図版11

(1)第3号住居跡出土遺物(第11図一l)

(2)第5号住居跡出土遺物(第13図- 8)

(3)第5号住居跡出土遺物(第13図- 9)

(5)出土した土錘(左から第13図〇10、第25図〇 9)

(6)出土した石器(左から第11図- 6、第28図- 4

第11図- 5 、第13図-11)

(4)第8号住居跡出土遺物(第20図一5 ・ 4)　(7)第1号方形周溝墓出土遺物(第22図〇 1)



図版12

(1)第1号円形周薄暮出土遺物(第25図- 1)　(2)第1号円形周薄墨出土遺物(第25図〇 2)

(3)第1号円形周薄暮出土遺物(第25図-10-12)　(4)第1号円形周薄墨出土遺物(第25図〇13へ16)

(5)グリッド出土の遺物(第30図一1)

(6)グリッド出土の遺物(第30図-14)
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